
史
料
紹
介

　
見
性
寺
所
蔵
「
見
性
寺
記
録
」

九
一

　

は
じ
め
に

　

徳
島
県
板
野
郡
藍
住
町
勝
瑞
の
勝
瑞
城
跡
（
国
史
跡
）
に
所
在
す
る
竜
音
山
見
性
寺

は
、
阿
波
三
好
氏
の
菩
提
寺
と
し
て
知
ら
れ
る
臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
名
刹
で
あ
る
。
徳

島
県
指
定
文
化
財
の
「
三
好
長
輝
画
像
」「
三
好
長
基
画
像
」
な
ど
の
寺
宝
を
有
し
、

境
内
に
は
阿
波
三
好
氏
四
代
の
墓
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

見
性
寺
に
は
、「
見
性
寺
文
書
」
と
称
す
る
古
文
書
群
が
残
さ
れ
て
お
り
、
簡
単
な

古
文
書
目
録
は
『
増
補
藍
住
町
史
』（
臨
川
書
店
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代

の
見
性
寺
の
動
向
を
知
る
上
で
貴
重
な
古
文
書
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
そ
れ
ら
の
古
文
書
群
の
内
、「
山
門
不
出　

記
録
」「
勝
瑞
邑
見
性
禅
寺
」

と
あ
る
簿
冊
を
翻
刻
紹
介
す
る
。
こ
こ
で
は
、
「
見
性
寺
記
録
」
と
呼
称
す
る
。
縦

二
七
・
七
、
横
二
〇
㎝
。
こ
の
「
見
性
寺
記
録
」
は
、
徳
島
藩
と
見
性
寺
と
の
や
り
と

り
な
ど
江
戸
時
代
の
見
性
寺
の
動
向
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
史
料
紹
介
は
、
四
国
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
文
学
・
書
道
文
化
専
攻
の

二
○
一
七
年
度
「
特
別
研
究
」
の
授
業
で
の
成
果
で
あ
る
。
院
生
の
岩
木
太
郎
・
立
井

佑
佳
の
二
名
と
と
も
に
解
読
に
あ
た
っ
た
も
の
で
あ
る
。

見
性
寺
所
蔵
「
見
性
寺
記
録
」
の
紹
介

（
表
紙
）

山
門
不
出

　
　

記
録

（
一
丁
表
）

　
　
　
　
　

申
上
ル
覚　
　
　
　

古
城
跡
拝
受
之
願

一
板
野
郡
勝
瑞
村
者
昔
年
細
川
・
三
好
両
将
古
城
之
地
也
、
當
山

　

見
性
寺
依
為
三
好
筑
前
守
之
長
・
同
元
長
・
同
義
賢
・
同
長
治

　

迠
代
々
之
菩
提
所
、
寺
領
寄
附
之
折
紙
三
通
所
持
仕
候
、
右
四
代

　

廟
塔
并
肖
像
只
今
ニ
於
致
存
在
候
、
光
勝
院
・
丈
六
寺
当
寺
三
ヶ
寺
ハ

　

古
来
同
格
之
禅
刹
ニ
而
御
座
候
事
、

一
蓬
庵
公
御
入
国
之
節
、
三
好
寄
附
之
寺
領
被　

召
上
、
天
正
拾
四

　

年
七
月
廿
七
日
寺
廻
ニ
而
高
拾
五
石
之
所
ハ
被
下
置
御
折
紙
所
持

史
料
紹
介
　
見
性
寺
所
蔵
「
見
性
寺
記
録
」

須　

藤　

茂　

樹

岩　

木　

太　

郎

立　

井　

佑　

佳
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九
二

史
料
紹
介

　
見
性
寺
所
蔵
「
見
性
寺
記
録
」

（
一
丁
裏
）

　

仕
候
、
其
後
正
保
四
年
御
検
地
被　

仰
付
、
七
石
八
升
弐
合
出
目

　

有
之
候
処
、
前
長
谷
川
主
計
殿
御
申
渡
ニ
而
出
目
共
高
合
弐
拾

　

弐
石
八
升
弐
合
拝
領
仕
居
申
事
、

一
三
好
古
城
跡
先
規
當
寺
境
地
之
内
ニ
而
御
座
候
、
然
処
寛
永
之
末

　

上
り
地
ニ
被
成
、
當
村
庄
屋
萱
野
ニ
付
、
願
預
り
居
候
処
、
根
本
之
由
緒
ヲ

　

以
、
近
年
當
寺
へ
相
譲
御
運
上
銀
参
拾
壱
両
五
分
宛
毎
歳
指
上

　

来
候
事
、

一
當
山
佛
殿
・
方
丈
・
庫
裡
・
鐘
楼
・
惣
門
等
年
来
大
破
被
成
、
古
跡

（
二
丁
表
）

　

及
亡
消
候
、
然
共
元
来
之
貧
寺
寺
領
之
外
少
も
助
縁
無
御
座

　

寺
之
義
ニ
候
得
者
、
修
覆
自
力
ニ
難
相
調
迷
惑
仕
候
、
然
共
近
来

　

御
時
節
柄
之
御
成
行
奉
承
知
上
修
覆
之
願
可
申
上
様
も

　

無
御
座
候
間
、
先
作
事
ヲ
加
へ
指
置
申
ゟ
外
無
御
座
候
、
然
所

　

後
之
修
覆
之
便
無
御
座
候
条
、
右
古
城
之
跡
古
来
通
拝
領

　

被
仰
付
候
被
下
候
て
、
樹
木
植
置
永
々
修
覆
之
儀
ニ
仕
度
奉
存
候
、

　

奉
願
通
被　

仰
付
候
、
被
下
候
て
、
重
畳
忝
可
奉
存
候
、
御
序
之
刻

　

可
然
御
申
上
可
被
可
下
候
、
頼
存
候
、
以
上
、

（
二
丁
裏
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見
性
寺

　
　
　
　

九
月
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
川

　
　
　
　

山
田
織
部
殿　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

右
之
通
、
享
保
七
年
壬
寅
九
月
七
日
石
川
藤
右
衛
門
ヲ
以

　
　
　

山
田
織
部
殿
へ
指
上
、
翌
年
癸
卯
五
月
廿
八
日
長
谷
川
伊
豆
殿

　
　
　

御
申
渡
ニ
而
願
之
通
仰
付
也
、

　
　
　
　
　

覚　
　
　
　
　

御
書
付
之
写

　

見
性
寺
儀
板
野
郡
勝
瑞
村
古
城
跡
先
規
者
彼
寺

　

境
地
之
内
ニ
而
有
之
候
、
然
所
寛
永
之
末
上
り
地
ニ
罷
成
、
同
村
庄
屋

　（
三
丁
表
）

　

萱
野
ニ
願
上
候
而
預
り
居
申
候
、
右
根
元
之
由
緒
ヲ
以
近
年

　

右
寺
へ
相
譲
御
運
上
銀
三
拾
壱
両
餘
宛
毎
年
指
上
来
候
、

　

就
中
彼
寺
方
丈
・
庫
裡
其
外
所
々
及
大
破
申
候
て
も
元
来
之

　

貧
寺
、
寺
領
之
外
助
縁
無
是
修
補
自
力
ニ
難
相
調

　

迷
惑
仕
候
、
右
之
仕
合
後
々
修
覆
之
便
無
之
候
条
、
右
之
古
城

　

跡
古
来
之
通
被
下
置
候
様
ニ
奉
願
候
、
乍
去
樹
木
植
置
永
々

　

修
覆
之
便
ニ
仕
候
故
候
間
、
書
付
以
申
上
ル
趣
承
届
奉
願
通
、

　

右
之
古
城
跡
御
運
上
銀
引
き
被
下
候
条
、
此
段
見
性
寺
へ

（
三
丁
裏
）

　

可
被
申
宜
候
、
以
上
、

　
　
　

五
月
廿
八
日

一
古
城
跡
是
ゟ
富
陽
臺
と
名
り

　
　
　

口
上
之
覚　

頭
陀
行
脚
之
願

　

當
山
見
性
寺
年
来
及
大
破
候
ニ
付
、
後
来
為
修
覆
當
所
古
城

　

跡
拝
受
之
願
申
上
候
処
、
被
遂
宣
名
願
之
通
ニ
被
仰
出
候
、
然
所

　

當
分
破
損
之
繕
仕
度
候
得
共
、
元
来
之
貧
寺
指
當
候
繕
之
役

　

無
御
座
致
迷
惑
候
、
依
之
御
當
国
中
頭
陀
行
脚
ニ
罷
出

（
四
丁
表
）

　

度
候
、
當
寺
之
儀
存
不
申
候
者
ハ
、
不

ニ
も
存
候
而
、
宿
等
指
支
候

　

儀
も
可
有
御
座
候
間
、
無
故
障
致
往
来
候
様
ニ
郡
御
奉
行



史
料
紹
介

　
見
性
寺
所
蔵
「
見
性
寺
記
録
」

九
三

　

中
へ
御
申
達
被
下
候
て
可
忝
候
、
只
亦
行
脚
之
儀
長
谷
川

　

伊
豆
殿
へ
被
及
御
沙
汰
候
儀
ニ
御
座
候
者
、
是
又
然
様
ニ
頼
存
候
、
以
上
、

　
　
　

八
月
十
九
日　
　
　
　
　
　
　
　

見
性
寺

　
　
　
　

井
村
茂
作
様

　
　
　
　

寺
沢
茂
八
郎
様　

梯
与
一
左
衛
門
殿
在
江
戸
、

　
　

右
之
覚
書
、
享
保
八
年
癸
卯
八
月
十
九
日
ニ
山
本
弥
左
衛
門
ヲ
以

（
四
丁
裏
）

　
　

指
出
候
、
翌
日
廿
日
ニ
願
之
通
相
済
、
同
廿
三
日
ニ
三
郡
奉
行
ゟ　

　
　

南
北
与
頭
庄
屋
方
へ
触
状
之
写

　

板
野
郡
勝
瑞
村
見
性
寺
年
来
及
大
破
候
処
、
貧
寺
故
修

　

覆
難
相
調
ニ
付
、
此
度
右
住
僧
御
国
中
頭
陀
行
脚
ニ
被

　

罷
出
候
、
依
之
於
在
々
宿
等
支
無
之
様
ニ
被
可
進
了
簡
旨
、
長
谷
川

　

伊
豆
殿
御
承
知
之
上
、
元
〆
中
ゟ
申
来
候
条
、
右
之
旨
相
心
得
、

　

村
々
宿
等
支
無
之
様
ニ
可
申
付
候
、
以
上
、

　
　
　
　
　

八
月
廿
三
日　
　
　

小
嶋
文
兵
衛
印

（
五
丁
表
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
庄
官
左
衛
門
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〇
中
無
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
羽
半
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　

板
野
郡
与
頭
庄
屋
中

　
　
　
　
　
　
　
　

餘
郡
文
言
右
同
断

　
　
　
　
　

覚　
　
　
　
　

宿
手
形
之
願

　

見
性
寺
弟
子
超
蔵
主　

同
暾
蔵
主　

同
鑑
蔵
主　

同
了
蔵
主

　

右
之
者
共
御
国
中
遍
歴
之
内
、
宿
其
外
諸
事
手
支

　

無
御
座
候
様
ニ
面
々
手
前
御
へ
手
形
五
枚
申
仕
度
候
、
郡
御
奉
行

（
五
丁
裏
）

　

中
へ
御
申
達
被
下
候
、
可
忝
候
、
以
上
、

　
　
　
　

十
一
月
四
日　
　
　
　
　
　

見
性
寺

　
　
　
　
　

井
村
茂
作
様

　
　
　
　
　

寺
沢
茂
八
郎
様

　
　

右
之
覚
書
夏
見
清
七
以
指
出
候
、
願
之
通
済
、

　
　
　
　

覚　
　
　
　

宿
手
形
之
写

　

僧
壱
人　
　
　
　
　
　
　
　

見
性
寺
弟
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

超
蔵
主

　

右
者
見
性
寺
為
修
復
郷
中
頭
陀
行
脚
ニ
被
罷
出
候
ニ
付
、

（
六
丁
表
）

　

右
僧
被
指
出
候
条
、
於
村
々
宿
舩
渡
等
無
支
可

　

申
付
候
、
以
上
、

　
　
　
　
　

卯
十
一
月
七
日　
　

山
崎
久
兵
衛
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
庄
官
左
衛
門
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
山
重
右
衛
門
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
北
村
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
屋
廿
方
へ

　
　
　
　

五
通
共
文
言
同
断

　
　
　
　
　

申
上
ル
覚　

寺
移
之
願

　

当
山
見
性
寺
年
来
及
大
破
ニ
候
へ
共
、
寺
領
之
外
聊
旦
縁

（
六
丁
裏
）

　

助
力
無
御
座
候
得
者
、
修
補
自
力
ニ
難
相
叶
候
ニ
付
者
、
秋
ゟ

　

御
両
国
中
頭
陀
行
脚
仕
罷
在
候
、
因
之
相
應
ニ
修
覆

　

仕
度
存
奉
候
、
然
処
近
年
吉
野
川
筋
水
先
悪
敷
罷
成
、



九
四

史
料
紹
介

　
見
性
寺
所
蔵
「
見
性
寺
記
録
」

　

近
比
段
々
崩
来
、
只
今
之
躰
御
座
候
而
者
、
後
々
住
居
之
程
難

　

計
奉
存
候
条
、
兼
而
拝
領
仕
罷
在
候
當
村
古
城
跡
萱

　

野
へ
寺
引
移
度
奉
存
候
、
奉
願
通
被　

仰
付
被
下
候
者
、

　

重
畳
忝
可
奉
存
候
、
御
序
之
刻
可
然
様
ニ
御
申
上
ケ

　

可
被
下
候
、
頼
存
候
、
以
上
、

（
七
丁
表
）

　
　
　
　
　

十
月
廿
三
日　
　
　
　

見
性
寺

　
　
　
　
　

賀
嶋
弥
右
衛
門
殿　
　
　
　

大
川

　
　
　
　

右
之
紙
面
、
享
保
九
年
甲
辰
十
月
廿
三
日
石
川

　
　
　
　

藤
右
衛
門
ヲ
以
賀
嶋
弥
右
衛
門
殿
へ
指
上
、
同
十
一
月
七
日
ニ

　
　
　
　

願
之
通
被
仰
出
、

　
　
　
　
　

覚　
　
　

御
書
付
之
写

　

見
性
寺
儀
、
年
来
寺
及
大
破
候
へ
共
、
寺
領
之
外
聊
も
旦
縁

　

助
力
無
之
修
補
自
力
ニ
難
調
、
去
秋
ゟ
御
両
国
頭
陀
行

（
七
丁
裏
）

　

脚
仕
罷
在
候
、
因
茲
相
応
ニ
修
覆
仕
度
候
、
然
処
近
年

　

吉
野
川
筋
水
先
悪
敷
罷
成
近
比
段
々
崩
来
候
、
唯
今
之

　

躰
ニ
而
者
後
々
住
居
之
程
難
計
候
条
、
兼
而
拝
領
仕
罷
在
候

　

古
城
跡
萱
野
へ
寺
引
移
度
之
旨
以
紙
面
申
出
ル
趣

　

承
届
、
願
之
通
被
仰
出
候
、
以
上
、

　
　
　
　
　

十
一
月
七
日

一
享
保
十
一
年
丙
午
之
春
、
徳
嶋
市
中
勧
化
之
儀
町
奉
行
へ

　

相
願
済
、
手
代
中
ゟ
町
々
年
寄
共
へ
被
申
渡
、
三
十
六
町
へ

　

（
八
丁
表
）

　

化
帳
三
拾
六
冊
出
ス
、
何
茂
請
取
済
、
以
上
、

一
享
保
十
一
年
丙
午
秋
、
富
陽
臺
東
之
堀
端
ニ
御
蔵
藪

　

壱
町
弐
拾
六
歩
有
之
処
、
為
門
路
開
之
願
申
達
、
翌
丁

　

末
之
春
願
之
通
相
済
、
御
検
地
被　

仰
付
、
以
上
、

（
八
丁
裏
）

〔
余
白
〕

（
九
丁
表
）

　
　
　
　
　

持
鉢
化
縁
ノ
䟽

　
　
　

阿
州
板
野
郡
勝
瑞
縣
龍
青
山
見
性
禅

　
　
　

寺
ハ
源
ノ
朝
臣
小
笠
原
ノ
苗
裔
三
好
氏
香カ

花ウ
ケ

ノ

　
　
　

古
道
場
ニ
シ
テ
四
世
ノ
廟
碑ヒ

今
ニ
猶
ヲ
存
セ
リ
、
其
ノ
古

　
　
　

迹
タ
ル
コ
ト
天
下
ニ
著イ

チ
ジ
ル

シ
、
本
尊
ハ
聖
徳
太
子
彫

　
　
　

刻
ノ
正
観
音
ナ
リ
、
古
来
厄ヤ

ク

払バ
ラ
ヒ

ノ
菩
薩
ト
称

　
　
　

ス
ル
コ
ト
詳
カ
ニ
縁
起
ニ
載ノ

セ

タ
リ
、
時
カ
乎
命
カ
乎
、
今
ヤ
山

　
　
　

門
荒
無
シ
堂
宇
頗
廢
シ
テ
唯タ

ヾ

柱
礎
ノ
跡　
　
　

（
九
丁
裏
）

　
　
　

ノ
ミ
遺ノ

コ

レ
リ
、
予
是
レ
ヲ
歎
息
ス
ル
コ
ト
耳
尚ヒ

サ

シ
、
維
レ

　
　
　

歳ト
シ

癸
卯
ノ
夏　
　

國
主
大
君
辱カ

タ
シ
ケ

ナ
ク
三
好

　
　
　

古
城
迹
ヲ
賜
テ
後コ

ウ

来
修
覆
ノ
助ジ

ョ

援エ
ン

ト
成ナ

サ

シ
ム
、

　
　
　

今
私
ニ
呼ヨ

ン

テ
富
陽
臺
ト
名
ヅ
ク
、
甲
辰
ノ
冬
重カ

サ
ネ

テ

　
　
　

國
命
ヲ
奉ウ

ケ

テ
山
門
ヲ
霊
台
ニ
移
サ
ン
ト
欲
ス
、
如イ

カ
ン

　
　
　

�

何
ガ
セ
ン
腕ワ

ン

頭ト
ウ

力チ
カ
ラ

乏ト
ボ
シ
ウ

シ
テ
一
挙コ

ス
ル
ニ
由ヨ

シ

ナ
キ
コ
ト
ヲ
此
ノ

　
　
　

故
ニ
阿
淡
國
家
ノ
門
戸
ヲ
叩タ

ヽ
匕

テ
体
ヲ
捧サ

ヽ

ゲ
一
偈
ヲ



史
料
紹
介

　
見
性
寺
所
蔵
「
見
性
寺
記
録
」

九
五

　
　
　

唱
テ
衆
縁
ヲ
募
ル
、
希

コ
ヒ
ネ
ガ
ハ
リ

幾
ハ
請
善
男
女
各カ

ク
〃々

（
十
丁
表
）

　
　
　

分
ニ
隨
テ
浄
財
ヲ
施
捨
セ
ハ
、
予
ガ
志
願
コ
々
ニ
圓

　
　
　

成
セ
ン
而ノ

ミ

巳
、

　
　
　
　
　
　

偈
ニ
曰
ク

　
　
　

同
シ
テ
轍
ヲ
頭ヅ

陀
老
飲ヲ

ン

光
ニ

　
　
　

朝
々
拈
メ
鉢
ヲ
下
ル
禅
床
ヲ

　
　
　

阿
山
淡
島
ノ
好
風
月

　
　
　

盛
リ
得
タ
リ
腰
間
ノ
一
布
嚢

（
十
丁
裏
）

　
　
　

享
保
龍
集
癸
卯
ノ
秋

　
　
　
　

　
　
　
　

富
陽
臺
小
頭
陀
極
大
川
謹
寫

　
　

富
陽
臺
畧
圖

（
十
一
丁
表
）

（
写
真
１　

富
陽
臺
図
）

 

（
写
真
１
）
富
陽
臺
絵
図



九
六

史
料
紹
介

　
見
性
寺
所
蔵
「
見
性
寺
記
録
」

（
十
一
丁
裏
：
貼
り
紙
）

表　

馬
木
郷
ニ
創
立
也
際
ニ
出
来
タ
ル
棟
札
ノ
写
従
貞
享
四
年

　
　

至
当
四
十
一
年
弐
百
弐
拾
弐
年
経
過
（
朱
書
）　　
　
　
　
　

　
　
　

四
寸
二
分　

厚
サ
六
分　
　
　
　
　
　
　
　

縦
弐
尺
五
寸
五
分
（
朱
書
）

裏
（
朱
書
）

　
　
　
　

四
寸
一
分　
　
　
　
　
　
　
　

弐
尺
一
寸
五
分
（
朱
書
）

表　

馬
木
ヨ
リ
原
今
ノ
見
性
寺
境
内
へ
移
セ
シ
時
ノ
棟
札
（
朱
書
）

裏　

従
享
保
十
七
年
至
明
治
四
十
一
年
百
七
十
七
年
（
朱
書
）

　
　

従
享
保
十
七
年
至
安
政
元
年
壱
百
弐
拾
参
年
ニ
シ
テ
倒
ル
今
ヲ
去
ル
五
十
五
年
前

（
十
二
丁
表
）

　
　
　
　
　

覚　
　
　

宿
手
形
調
直
願
之
覚
書

　

當
山
見
性
寺
為
修
復
、
去
ル
卯
年
以
来
願
以
御
國
中
頭
陀

　

行
脚
仕
、
三
郡
御
奉
行
中
ゟ
宿
御
手
形
五
通
申
請
候
而
、
無
故
障

　

致
遍
歴
候
処
、
當
寺
無
人
之
上
六
年
相
續
候
故
、
行
脚
連
滞

　

仕
候
、
就
中
去
秋
ゟ
遠
方
深
山
へ
入
籠
候
而
、
村
々
遍
歴
仕
候
処
、

　

此
節
御
奉
行
中
名
印
相
変
候
ニ
付
、
宿
并
案
内
等
指
支
難

　

儀
仕
候
、
右
御
手
形
五
通
之
内
弐
通
ハ
此
度
御
郡
所
ニ
致
返
納
候
間
、

　

見
性
寺
同
弟
子
・
超
蔵
主
・
同
暾
蔵
主
以
上
三
人
御
手
形

（
一
二
丁
裏
）

　

三
通
御
調
直
被
下
候
様
ニ
御
奉
行
中
へ
御
申
達
被
下
候
者

　

可
忝
候
、
右
之
段
宣
様
ニ
頼
存
候
、
巳
上
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見
性
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

無
判

　

未
八
月
廿
一
日

　
　
　

斎
藤
八
兵
衛
様

　
　
　

寺
澤
四
郎
右
衛
門
様

　
　
　
　
　
　

梯
与
一
左
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　

本
庄
半
蔵
殿　
　
　

在
江
戸

（
十
三
丁
表
）

　

右
之
覚
書
享
保
十
二
丁
未
八
月
廿
一
日
半
切
紙
ニ
而
相
調

　

住
持
大
川
御
月
番
八
兵
衛
殿
へ
持
参
相
済
、

茲
歳
貞
享
四
龍
集
丁
卯
仲
春
ニ
蓂
依
干
昔
日
哲
叟
本
願
如
今
孝
子
志
知
氏
玄
碩
新
造
建
大
雄
寶

殿
一
區
資
薦
父
母
之
冥
福
伏
願
天
下
安
全
干
方
来
起
萬
民
和
楽
国
土
昇
平
火
盗
消
除
大
檀
那

家
門
鎮
静
増
福
増
壽
災
障
不
偈
吉
祥
躰
集
而
子
孫
繁
栄
現
世
安
穏
後
世
善
處
専
祈
山
門
昌
盛
法
運
紹

隆
内
魔
外
魔
都
無
悩
乱
現
前
海
衆
修
行
有
慶
般
若
智
以
現
前
菩
提
心
而
不
退
三
有
四
恩
均
被
善

功
一
切
願
望
皆
悉
円
成
者
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

貞
享
四
歳
丁
卯
二
月
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

現
住
龍
音
山
見
性
禅
寺
小
比
丘
百
非
孟
識

上
棟＞　＜　

　
　
　
　

寄
語
宋
無
忌
火
光
速
入
地

元
享
利
貞

　
　
　
　
　

家
有
壬
癸
神
日
賜
四
海
水

貞
享
丁
卯
春
因
哲
叟　
　
　

虫
喰
（
朱
書
）　　
　

堂
於
境

安
置
大
悲
菩
薩
茲
歳
享
保
十
七
龍
集
壬
子
二
月
廿
八
蓂
移
寶
殿
于
富

陽
臺
伏
願
大
檀
那
家
門
鎮
静
專
祈
山
門
昌
盛
中
外
咸
安
火
盗
潜

消
諸
縁
吉
利

　
　
　
　

享
保
十
七
年
壬
子
二
月
廿
八
日

 　
　
　
　
　
　
　
　

現
住
龍
音
山
見
性
寺
富
陽
開
基
大
川
俊
極
謹
誌

上
棟＞　＜　

　
　
　
　

寄
語
宋
無
忌
火
光
速
入
地

元
享
利
貞

　
　
　
　
　

家
有
壬
癸
神
日
賜
四
海
水



史
料
紹
介

　
見
性
寺
所
蔵
「
見
性
寺
記
録
」

九
七

　
　
　
　

元
〆
衆
ゟ
之
状
之
写

　

一
筆
致
啓
達
候
、
然
者
貴
僧
御
願
候
而
、
近
々
御
国
中
在
之

　

頭
陀
行
脚
被
成
候
、
然
者
先
日
御
覚
書
ヲ
以
被
仰
聞
候

　

趣
御
當
職
方
へ
申
送
候
処
、
御
聞
届
被
成
候
条
、
左
様
御
心
得

　

可
被
成
候
、
然
者
郡
御
奉
行
へ
致
手
配
候
間
、
御
廻
リ
給
リ
之

（
十
三
丁
裏
）

　

村
々
先
々
郡
附
被
成
御
差
越
可
被
成
候
、
右
之
段
為
可

　

申
達
、
如
是
御
座
候
、
恐
惶
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

斉
藤
八
兵
衛

　
　
　
　

八
月
晦
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
沢
四
郎
右
衛
門

　
　
　
　

見
性
寺

　

九
月
二
日
ニ
郡
村
付
相
調
便
僧
以
月
番
四
郎
右
衛
門
殿
ヘ
遣
候
、

　
　
　
　

（
十
四
丁
表
）

　
　
　
　
　

覚　

宿
手
形
之
写

　
　
　
　
　

何
郡　

何
村

　
　
　
　
　
　

右
村
々
庄
屋
中

　

僧
壱
人　
　
　
　
　
　
　

見
性
寺
弟
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

超
蔵
主

　

右
者
見
性
寺
寺
為
修
覆
郷
中
頭
陀
行
脚

　

被
罷
出
候
付
、
右
僧
被
指
出
候
条
、
於
村
々
宿
舩
渡

　

等
無
支
可
申
付
候
、
并
山
分
ニ
而
ハ
返
路
不
案

（
十
四
丁
裏
）

　

内
之
旨
ニ
候
条
、
相
尋
候
者
入
参
相
教
可
申
候
、

　

尤
外
村
々
ハ
相
済
候
趣
故
、
其
村
々
へ
手
形
如
是
候
、
以
上
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
九
郎
右
衛
門
印

　
　
　

未
九
月
七
日　

富
田
茂
左
衛
門　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　

伏
屋
与
三
右
衛
門
印

　
　
　
　
　
　

何
郡
何
村
右
村
々
庄
屋
中

（
十
五
丁
表
）

　

右
之
御
手
形
南
北
格
別
ニ
壱
僧
手
前
へ
弐
通
宛

　

三
人
ニ
六
通
出
ツ
、　

六
通
文
言
同
断
、

一
申
之
正
月
十
日
ニ
三
郡
御
奉
行
所
へ
罷
出
相
頼
候
ハ
、
去
秋

　

九
月
ニ
宿
手
形
御
調
直
シ
被
下
候
而
、
十
一
月
迄
致
行

　

脚
候
所
、
當
寺
無
人
故
村
数
少
々
巡
廻
仕
候
、
菟
角

　

遠
方
山
分
へ
ハ
化
帳
遣
置
度
候
間
、
御
届
被
成
可
被
下

　

由
申
達
候
所
、
御
奉
行
中
被
申
候
ハ
外
寺
方
ゟ
も
右

　

同
断
ニ
頼
来
候
へ
共
、
何
茂
内
證
之
勧
化
故
請
持
不
申
候
、

（
十
五
丁
裏
）

　

然
共
、
見
性
寺
儀
ハ
御
當
職
へ
相
願
之
上
之
勧

　

化
ニ
而
候
間
、
化
帳
請
取
可
被
相
届
旨
ニ
付
、
化
帳
数

　

巻
相
調
候
而
郡
所
へ
頼
遣
ス
、

一
享
保
拾
三
年
戌
申
春
於
富
陽
臺
庫
裏
造
立
、
同

　

四
月
十
一
日
移
徒
、

（
十
六
丁
表
）

一
享
保
十
五
年
庚
戌
三
月
五
日
ニ
井
村
茂
作
殿
被
出
候
而
、



九
八

史
料
紹
介

　
見
性
寺
所
蔵
「
見
性
寺
記
録
」

　

兼
而
御
存
知
之
通
奉
及
修
覆
、
御
両
國
頭
陀
行
脚

　

之
願
ヲ
以
當
御
国
中
致
頭
陀
、
大
形
ニ
行
脚
担
仕
舞
候
、

　

淡
路
御
国
之
儀
者
御
仕
置
替
ニ
而
候
へ
ハ
、
近
々
致
渡
海
候
而
、

　

彼
御
地
元
〆
衆
へ
御
當
地
同
断
ニ
覚
書
ヲ
以
頭
陀
之
義

　

相
願
申
度
候
、
就
夫
御
當
地
元
〆
衆
ゟ
御
添
状

　

出
候
様
ニ
御
申
入
可
被
下
旨
相
頼
候
所
、
茂
作
殿
早
速
被

　

申
入
、
元
〆
衆
御
聞
届
有
之
、
山
田
筑
後
殿
へ
御
窺
相
済
候

（
十
六
丁
裏
）

　

上
ニ
而
、
同
月
十
日
ニ
須
本
元
〆
衆
へ
帖
員
之
趣
茂
作
殿

　

被
申
聞
、
因
茲
同
十
八
日
ニ
御
躰
頼
紙
面
原
九
右
衛
門

　

使
ニ
而
指
上
、

　
　
　

申
上
ル
覚　
　
　
　

紙
面
之
写

　

当
寺
年
来
大
破
ニ
罷
成
候
へ
共
、
寺
領
之
外
地
力
無
御
座
、

　

寺
之
義
彼
修
補
自
力
ニ
難
叶
御
座
候
ニ
付
、
去
卯
年

　

御
両
国
頭
陀
行
脚
之
願
申
上
候
處
、
被
為　

聞
召

　

届
、
願
之
通
被　

仰
付
候
所
奉
存
候
、
其
以
後
當
御
国

（
十
七
丁
表
）

　

中
頭
陀
仕
、
去
々
年
以
来
庫
裡
一
宇
造
立
仕

　

御
願
被
奉
存
候
、
猶
又
近
年
之
内
何
と
そ
相
應
之
方
丈

　

造
立
仕
度
奉
存
候
、
依
之
此
度
為
頭
陀
同
年
須
本
へ

　

渡
海
仕
度
奉
存
候
、
願
之
通
彼
地
渡
海
被
下
置
候
、

　

忝
可
奉
存
候
、
以
上
、　　
　
　
　
　
　
　

見
性
寺

　
　
　
　
　

戌
三
月
十
八
日　
　
　
　
　
　

大
川
書
判

　
　
　
　
　

山
田
筑
後
殿

（
十
七
丁
裏
）

　
　

即
日
願
之
通
相
済

　

同
廿
六
日
、
発
足
渡
海
、
即
晩
江
国
寺
江
到
着
、
一
宿
、

　

翌
廿
七
日
、
稲
田
九
郎
兵
衛
殿
江
罷
出
、
案
内
諸
御
用
人

　
　

衆
へ
見
舞
、　

旅
宿
上
田
八
郎
左
衛
門
殿

　

同
廿
九
日
、
元
〆
久
米
六
郎
兵
衛
殿
・
江
口
弥
五
右
衛
門
殿
へ
罷
出

　
　

當
御
国
中
頭
陀
行
脚
之
願
口
上
ニ
而
申
達
、

　

四
月
二
日
、
元
〆
衆
ゟ
切
紙
到
来
、
願
之
通
相
済
、

　
　
　
　

切
紙
之
写

（
十
八
丁
表
）

　

以
剪
紙
致
啓
達
候
、
然
者
御
當
国
頭
陀
行
脚
御

　

執
行
有
之
度
旨
在
之
、
宿
并
舩
渡
シ
等
支
無
之
様
御

　

願
出
候
付
、
右
之
段
九
郎
兵
衛
殿
江
申
達
候
処
、
御
聞
届

　

被
成
執
行
之
節
、
支
無
之
様
ニ
郡
奉
行
中
江
可

　

申
聞
旨
被
仰
聞
候
間
、
左
様
御
心
得
可
被
成
候
、
此
段

　

為
可
申
達
如
此
御
座
候
、
以
上
、

　
　
　
　

四
月
二
日　
　
　
　
　

久
米
六
郎
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
口
弥
五
右
衛
門

　
　
　
　

見
性
寺

（
十
八
丁
裏
）

　

同
日
、
九
郎
兵
衛
殿
江
御
禮
ニ
罷
出
并
元
〆
衆
へ
も
御
禮
、

　
　

其
外
諸
御
用
人
衆
へ
吹
調
、

　

同
三
日
、
町
手
代
高
田
栄
之
助
・
井
高
理
右
衛
門
・
町
惣

　
　

年
寄
藤
屋
四
郎
次
郎
・
正
直
屋
銀
太
夫
・
宮
本
や

　
　

祐
右
衛
門
江
見
舞
、



史
料
紹
介

　
見
性
寺
所
蔵
「
見
性
寺
記
録
」

九
九

同
四
日
、
郡
手
代
角
村
新
右
衛
門
・
池
澤
作
五
右
衛
門
・
石
濱

　
　

徳
右
衛
門
へ
見
舞
、

同
五
日
、
江
国
寺
ゟ
発
足
、
途
中
滞
留
、
八
日
ニ
帰
着
、

（
十
九
丁
表
）　

　

同
九
日
ニ
山
田
筑
後
殿
江
罷
出
案
内
、

　

辛
亥
春
、
洲
本
市
中
為
頭
陀
、
三
月
十
八
日
ニ
野
口
久
助

　
　

使
ニ
而
御
暇
願
紙
面
指
上
、

　
　
　
　

申
上
ル
覚　
　
　
　
　
　

紙
面
之
写

　

拙
僧
儀
用
事
御
座
候
ニ
付
、
洲
本
へ
罷
越
度
奉
存
候
、

　

御
暇
被
下
置
候
ハ
者
、
忝
可
奉
存
候
、
以
上
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見
性
寺

　
　

亥
三
日
十
八
日

　
　
　

賀
嶋
伊
織
殿　
　
　
　
　
　
　
　

大
川
書
判

（
十
九
丁
裏
）

　

翌
十
九
日
願
之
通
済
、　

廿
日
御
請
、

一
享
保
拾
七
壬
子
春
、
佛
殿
造
立
、
四
月
廿
八
日
佛
祖
安
座
、

　
　
　
　

観
音
安
座
偈

　

老
痾
眼
暗
逞
癡
鈍　

只
嘯
長
空
現
普
門

　

今
日
聖
容
安
座
了　

檻
前
荷
葉
無
水
痕

（
二
十
丁
表
）

　
　
　
　
　
　

仕
上
書
物
之
事

一
去
ル
十
月
九
日
夜
、
私
藍
ぬ
す
ま
れ
申
ニ
付
、
屋
捜

　

仕
見
申
度
旨
、
當
所
之
五
人
組
共
方
へ
申
達
、
何
も
了
簡

　

之
上
ニ
て
、
有
増
屋
捜
仕
候
所
、
御
家
頼
伊
兵
衛
・
助
惣

　

両
人
之
者
共
方
捜
申
段
、
追
而
御
申
達
御
吟
味
可

　

被
遊
旨
、
庄
屋
善
右
衛
門
方
へ
右
之
趣
御
断
被
遊
、
然
夫

　

私
并
五
人
組
庄
屋
方
へ
被
召
寄
、
段
々
被
仰
聞
奉
驚

　

行
当
奉
迷
惑
仕
候
、
私
無
調
法
故
、
何
之
弁
も
無
御
座
、

　

右
仕
合
ニ
て
御
座
候
ヘ
ハ
、
可
申
上
様
無
御
座
候
、
何
れ
も

　

御
慈
悲
之
上
ニ
而
、
御
赦
免
被
遊
被
下
候
ハ
ヽ
、
難
有
可
奉
存
旨
、

　

庄
屋
善
右
衛
門
殿
并
幾
左
衛
門
両
人
相
頼
御
詫
申
候
ハ
ヾ
、
下
ニ
も

　

重
々
御
立
腹
被
遊
所
、
何
も
達
而
御
詫
言
被
成
、
依
之

（
二
十
丁
裏
）

　

御
赦
免
被
遊
被
下
、
別
而
難
有
奉
存
候
、
不
申
上
及
候
て
も

　

御
御
家
頼
ニ
付
、
向
後
御
外
ヶ
間
敷
候
義
、
仕
出
候
ハ
ヾ
、
如
何

　

様
共
々
可
被
仰
付
さ
せ
候
而
、
後
日
御
詫
言
書
物
如
件
、

　
　
　

元
禄
十
年
丑
十
二
月
廿
五
日　

勝
瑞
村
内
馬
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

覚
兵
衛
印

　
　
　
　

見
性
寺
様

　

右
覚
兵
衛
申
上
ル
通
、
彼
者
盗
人
ニ
逢
申
義
ニ
付
、
私
共
不

　

調
法
故
不
了
簡
仕
、
然
ニ
御
頼
両
人
も
所
百
姓
一
同
之

　

様
ニ
奉
存
、
御
窺
も
不
申
上
、
私
共
心
侭
ニ
裁
判
仕
、
右
之

　

趣
御
耳
達
、
庄
屋
方
迄
御
断
被
遊
、
段
々
承
知
仕

　

奉
驚
可
申
上
様
無
御
座
、
覚
兵
衛
同
然
ニ
存
候
も
、
相
頼
候

　

御
詫
言
申
上
所
ニ
、
先
此
度
御
赦
免
被
為
遊
難
有
奉
存
候
、

　

申
上
ル
ニ
不
及
候
て
も
、
此
以
後
御
家
頼
ニ
付
、
御
外
ヶ
間
敷

（
二
十
一
丁
表
）

　

儀
其
処
へ
仕
間
敷
候
、
仍
而
為
後
日
如
件
、

　
　

丑
十
一
月
廿
五
日　
　
　
　
　
　

同
村
五
人
組　

彦
兵
衛　

印



一
〇
〇

史
料
紹
介

　
見
性
寺
所
蔵
「
見
性
寺
記
録
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
兵
衛　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
太
夫　

印

　
　
　
　

見
性
寺
様

　

右
之
段
々
承
知
仕
御
赦
免
之
旨
私
ニ
至
迄

　

者
奉
存
候
、
為
後
日
奥
書
如
件
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

善
右
衛
門
印

　
　
　
　
　
　

見
性
寺
様

　

右
本
紙
有
り

（
二
十
一
丁
裏
）

（
余
白
）

（
二
十
二
丁
表
）

　

龍
音
山
見
性
禅
寺
鐘
銘
并
序

　

南
海
道
阿
波
州
板
野
郡
勝
瑞
縣
龍
音
山
見
性
禅
寺
者

　

舊
三
好
氏
香
華
之
道
場
也
、
開
山
翠
鶏
禅
師
未
詳
行

　

實
原
丁
天
正
元
年
土
佐
長
曽
我
部
率
兵
二
萬
攻
勝
瑞

　

城
三
好
軍
敗
績
、
城
郭
寺
院
悉
羅
兵
燹
亦
硝
鑠
甚
傷

　

哉
、
爾
後
絻
縛
一
宇
洞
家
五
岳
相
継
往
来
年
尚
矣
我

　

師
頑
叟
盧
中
奮
当
山
今
某
甲
住
而
為
妙
心
末
派

　

一
刹
一
日
擅
越
宗
知
告
予
曰
我
病
日
衰
夙
欲
鑄
鎔
一

（
二
十
二
丁
裏
）

　

鐘
之
願
今
投
捨
自
金
尚
募
衆
縁
鑄
就
巨
口
資
薦
冥

　

福
予
諾
之
矣
卒
扣
遠
近
十
餘
縣
門
戸
頗
得
胴
鐵
助

　

乃
命
華
浪
鳬
氏
範
圍
於
橐
籥
爐
韛
霎
頃
而
鐘

　

即
新
成
嗚
呼
也
、
所
以
満
小
子
之
願
終
衆
徒
之
志
也
、
仰

　

冀
人
天
幽
明
異
類
萬
霛
、
因
茲
音
聞
證
入
圓
通
、

　

銘
曰
、

　

勝
瑞
之
乾　

松
竹
鬱
蓊　

鑿
開
瓦
礫

　

卓
立
梵
宮　

有
靈
妙
器　

鏗
鍧
高
崇

（
二
十
三
丁
表
）

　

茲
震
茲
鐘　

廣
舌
鼓
龍　

驚
晩
鴉
緩

　

催
脣
鶏
忽　

霜
布
洒
落　

月
磨
玲
瓏

　

龍
音
裂
地　

獅
吼
響
空　

警
策
昏
散

　

打
破
旨
聾　

見
性
直
徹　

音
聞
常
融

　

如
来
蔵
海　

差
別
共
衆　

方
便
説
度

　

一
音
長
通　

彼
成
與
壊　

如
轉
輪
風

　

稱
拘
留
孫　

賛
寳
誌
公　

川
后
翼
衛

　

福
涌
西
東　

山
神
降
祥　

徳
耀
始
終

（
二
十
三
丁
裏
）

　

仰
祈　

國
朝
永
保
無
窮

　

元
禄
七
龍
集
甲
戌
佛
成
道
日　

現
住
見
性
小
比
丘
百
非
謹
撰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

治
工

　

為
雪
林
素
竹
信
女
鑄
就
兹
小
鐘
為
當
山
日
月
之
規
範
伏
希

　

依
斯
善
因
證
聞
思
修
普
導
群
有
同
圓
種
智　

銘
曰　

　

雖
出
爐
韛
小　

功
徳
其
大
矣　

一
打
鎔
聖
凡　

梵
音
永
不
止

　

元
禄
七
甲
戌
臘
月
七
日　

現
住
見
性
小
比
丘
百
非
誌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

治
工
攝
州
浪
華
住
久
左
衛
門
住
之



史
料
紹
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見
性
寺
所
蔵
「
見
性
寺
記
録
」

一
〇
一

（
二
十
四
丁
表
）

　

龍
音
山
見
性
善
禅
寺
者
故
三
好
筑
州
太
守
源
長
輝
公

　

累
世
之
香
華
塲
也
、
其
寺
在
馬
木
者
尚
矣
、
享
保

　

戌
申
之
春
前
住
大
川
和
尚
請
于
官
府
移
寺
與
廟

　

於
三
好
氏
之
城
址
也
、
其
地
卑
濕
雨
潦
洊
臻
宅
中
水

　

将
三
尺
強
而
柱
根
障
壁
殆
圯
毀
客
歳
予
董
此
席

　

未
嘗
不
慨
然
越
又
距
其
柱
礎
進
西
南
可
五
歩
築
地

　

五
尺
呂
移
焉
、
材
取
奮
工
取
省
不
日
成
矣
上
棟
之
次

　

畧
記
其
成
云
、
時
寛
政
九
年
丁
巳
四
月
穀
且
住
慧
衷

（
二
十
四
丁
裏
）

　

志
焉

　
　

山
門
鎮
静　

火
盗
潜
消　

監
工　

吉
田
林
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
川
氏
助

　

春
重
構
香
積
一
宇
拗
梁
五
歩
桁
樤
八
歩

　
　

食
輪
法
輪　

両
倶
運
轉　
　
　

大
匠　

藤
原
形
右
衛
門

（
二
十
五
丁
表
）

　

見
性
寺
開
創
覚
書
之
事

　

當
山
ハ
小
笠
原
蔵
人
長
久
其
父
従
四
位
上

　

代
々
兵
内
佐
長
房
之
追
福
之
為
め
建
立

　

御
浄
山
宝
珠
寺
と
号
す
、
紀
州
高
野

　

金
剛
三
味
院
よ
り
覚
心
之
を
創
至
、
翠

　

桂
僧
都
を
開
山
初
祖
と
な
す
、
第
七
世
僧

　

之
隆
庵
ニ
到
り
、
勝
瑞
城
内
ニ
移
シ
、
見
性

　

寺
と
改
む
、
永
正
八
年
也
、
為
筑
前
守
長
元

（
二
十
五
丁
裏
）

　

追
福
也
、
呑
海
寺
才
数
覚
え
者
之
也
、

　

翠
桂
僧
都
唐
之
染
葉
を
植
ゆ
、
色
衣
を

　

着
す
、
食
す
る
ニ
唐
之
豆
を
用
ゆ
、
味
噌
と
な
す
、

　

人
皆
之
を
好
む
、
豆
腐
と
な
し
て
之
を
上
に
献
ず
、

　

上
意
を
賜
ふ
、
豆
ハ
い
り
て
戦
ひ
に
備
う
に
よ
し

　

と
云
ふ
云
々
、

　

�

覚
心
僧
都
紀
州
興
国
寺
開
山
也
、
神
林
（
信
州
）
和
泉
守
兼
久
之
次
子
法
燈
国
師
之

也
、
翠
桂
和
尚
覚
心
僧
都
ニ
師
事
、
禅
を
学
ぶ
、
金
剛
三
昧
院
之
徒
也
、
後
建
仁
寺

ニ
留
鍚
ス
、
小
笠
原
氏
之
系
ヺ
継
ぐ
、

（
裏
表
紙
裏
）

　
　

阿
州
勝
瑞
邑

　
　

見
性
禅
寺

お
わ
り
に

　

本
稿
で
紹
介
し
た
「
見
性
寺
記
録
」
は
、
大
破
し
た
見
性
寺
の
修
復
に
関
す
る
記
述

が
中
心
を
な
す
が
、
梵
鐘
の
銘
文
の
写
や
棟
札
の
銘
文
の
写
、
境
内
図
な
ど
貴
重
な
史

料
を
確
認
で
き
る
の
は
甚
だ
意
義
深
い
も
の
が
あ
る
。

（
須
藤
茂
樹　

四
国
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
日
本
文
化
史
・
博
物
館
学
研
究
室
）

（
岩
木
太
郎　

四
国
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
文
学
・
書
道
文
化
専
攻
）

（
立
井
佑
佳　

四
国
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
文
学
・
書
道
文
化
専
攻
）

写
真
1　

境
内
絵
図
（
九
五
頁　

冨
陽
臺
絵
図
）



一
〇
二

史
料
紹
介

　
見
性
寺
所
蔵
「
見
性
寺
記
録
」

写
真
2　

札
棟

写
真
3　

鐘
銘
并
序
（
部
分
）


